
上海 3 日閣の旅

〈講演会・研究会報告〉

~ 
~ 

上海 3 日間の旅
一東亜同文書院・愛知大学の原点を訪ねて一

謹議＝車監禁室主諮益長長越知 専

講演を前に

①記念センタ一、束三河の美術館・博物館と連携

②近くて近い園、中国の大都市、上海同文書院跡

地を観る

③上海交通大学（中国一流の理工系大学）

－人物に見る交通大学の歴史：総長を務めた孫

科（孫文長男）、卒業生の江沢民

・戦争中の不幸な歴史：東亜同文書院の交通大

学借用

－科学技術の紹介：近年の宇宙開発など

・交通大学の教育中国の教育のあり方：江沢

民の書から

④上海の街の様子

・活気、ハングリーパワーあふれる上海

－老人たちの生活：後期高齢者、長寿健康

・最新と過去のi車然一体化

tf)¥ 

－地下鉄に見るエコ

．街にたたずむ内山書店主・内山完造の像

⑤戦時下の上海、東亜同文書院大学時代の本間

喜一（本間喜一イズムの根源）

－手紙、葉書にみる家族への愛情

⑥戦後、愛知大学創設後の本間喜ーの行動と思

想

・学生に対する愛情

－固に対する愛情本当の愛国心とは「ジャス

テイスのために勇敢でなければならないj

－地元の人々に対する愛情（大崎の漁民の裁判）

まとめと質疑応答

まとめと質疑応答

補：近くて速い園、国交樹立以前の韓国訪問を

めぐるエピソード（1964 年）
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講演会内容

司会：大島隆雄名誉教授

［大島】 大島と申します。愛知大学東亜同文書院

大学記念センターにおきまして客員研究員をして

いまして、越知さんと同僚になったわけでありま

す。越知さんについてはもう私から細かいご紹介

は要らないと思いますが、ここの初期の頃の同窓

の方でありまして、同窓会を中心に非常にご活躍

になっているわけですが、単に同窓会関係だけで

なく、地域社会のいろいろな分野、新聞社から市

の機関に至るまで、あるいはいろいろな産業界の

人々に広く知己をお持ちでありまして、そのため

にわれわれの活動に当たって大変なご活曜を願っ

ていると同時に、またそのおかげで大変助かって

いる、そういう方でございます。
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本日のテーマは「上海 3 日間の旅：東亜同文書

院・愛知大学の原点を訪ねてJ というお話でござ

いまして、あまり私が前もってごちゃごちゃ言う

といけないと思いますが、越知さんが帰国された

あと私がちょっとお話をお聞きした範囲では、そ

の中に非常に重要な問題が含まれている。一言で

申せば日中歴史観の相違と申しますか、これは今

日に至るまでいろいろな問題を投げかけていると

思うんですが、そういうものが含まれている。具

体的な話は越知さんにしていただくことにします

が、あとこういった問題をめぐりまして、いろい

ろな方が今日いらっしゃると思いますので、それ

ぞれのお立場から積極的なご意見を私は期待して

おります。それでは早速ですが越知さんよろしく

お願いいたします。



よ海 3 日閣の旅

そうもいかず、今回は愛知大学の旧職員とか、こ

れから友の会のお世話をしてくださる方を主体に

招待いたしました。どういう方がお世話をしてく

ださるかと言うと、東三河の美術館、郷土研究所、

資料館など 23 か所の方です。愛知大学記念館に、

皆さんご存じだと思いますが立花隆さんが寄られ

て、「これは素晴らしい資料がありますねJ。本当

に海外、内外に自慢できる資料があるんです。そ

の宝を今まで持ち腐れていたといっては言い過ぎ

①記念センタ一

連携

［越知］ 皆さんこんにちは。今日は今から 2 時間、

私のお話、時によっては「夜霧のブルース」とか

「上海ブルース」を皆さんで歌うかも分かりませ

ん。その時に歌詞をちょっとコピーしてきてくだ

さい。（ 9 月） 27 日に愛知大学の記念センターの

お披露目会をやりまして、全員の皆さんにご案内

を差し上げるといいかと思ったけれどもなかなか

東三河の美術館、博物館と

時

E
E

体
話
机
間
縮
瞳
脚
晶
籍
制
謀
議
い
一

L
E

計
時
館
長
良
待
日
記
間
け
関
長
団
世
号
制E
咽
盟
国U
M総
務
員
長

拠
矧
謂
i

’j
g
i
e

－a

；

2
1

弓
同
事

j
i
g

－
持
－
－J

－Y
謹
鵬3
1
2
1

一

で
関
投
誇
同
長
信
仰
れ
れ
議
弘
一
室
経
一

z

－
W
臨
叩
柚
申
告
議
選

m一

止
品
副
団

p
f
a
i
h
E
a

草
u
E

歯
菌
寝
室
－
還
さ
匝

q
L
E
V

引
ι一

t

露
連
撞
圃
品
闘
志
野
晶
拐
－E
針
E
S

－

－
渇
崩
明
割
削
剣
開
削
剛
り
J
誌
諮
かM
錯
綜
理
’
組
制
友
鵠
諸
国
総
盤
国
語
粍
m
m
a－M待
問
仁
川
畑
同
一

也
、
弘
も
r
J
l引
劃
配
E
E
E
l
L
M持経
路
完
成
舵Y
2

「
詩
誤
叫
給
制
打
H
U野
社
M
抑
恥
純
問
問
符
句
翻
一

盟
白
a
s恥
ド
e
M
h

・
闘
劃
咽
圃
・
・
・
・
・
・
園
田

i

、
＝
一

一
位
一
駐
圃
醸
美
術
館
や
博
物
館
と
連
携
議
襲
撃

一
か
仁
川
闘
糊
即
時
津
直
鷹
品
川
鶴
時
離
一

L闘
関
臨
艦
輯
塾
訂
ゾ
撲
選

e二
頭
部
諮
問
内
部
総
一

巳
＼
挺
闘
臨
酷
臨
舗
－
田
川
一
＼
盟
十
…
コ

γ
j
’
j
i

－
－
阻
蜘
河
刊
一
←
i
j

ベ
主
主
量
一
問
M
4
5
1

語
コ
一
一
1
園
紛
一
行
。
剛
一
ノ
紘
一
一
塁
臨
臨
騨
一

議
留
孤
諮
問
例
制
利
融
一
昨
／
、

r
ぺ
＼
ム
一
一
一
行
九
回
語
圏
圃
－
一

一L
v
i同
時
計
s
q
区
議
官

g
E
z
i

～
帥J
1
i
y

面
脳
岨
－
E
…
－

一2
1

誇
縫
製
鵠
お
れ
詩
子
四
団

J
1
1
E
3
」
九
／
轟
臨

4
剛
一

也
．

8
m

一
棚
田
削
陥
脚
閉
山
田
開
l
γ
v
d
b

一
圃
掴
園
田
…
温
墨
－

一
目
入
議
官
議
紘
一
一
…
…
…
…
…
一
一
純
一
主
二
一
時
臼
犠
一

一 4

園
一J
ι智
耕
一

市
一
一
叫
勧
時
耕
一
端
明
鱗
縦
一

237 

シ
タE

守司J



か、あまり愛大は宣伝が上手じゃありません。パ

ブリック・リレーションという感じでどんどん言

えばいいんだけれども、それを行なっておりませ

ん。

そこで去年豊橋の美術館の館長さんと副館長さ

んをお招きしました。そして館長さんと副館長さ

んがご覧になって「これはもったいない。これか

らは大学と美術館が提携をして文化を高める時代

ですよ」。そういうアイデイアをいただいたもの

ですから、早速東三河全体、北設（北設楽郡）か

ら南の渥美のほうまで、美術館なり資料館なりを

今泉先生や大島先生と一緒に、あるいは古河課長

さん、山本主幹、山口さん、それに三遠南信セン

ターの黍島先生、皆さんで手分けしてお願いしま

したら、それぞれの美術館の館長さん、あるいは

教育委員長さんが OK をして下さいました。「そ

れはいいことだ」と。東三河広域圏 70 万、 80 万

人をパックにしているわけです。天竜・豊川水域

を。その中では言語・宗教、そういうものが似て

いる。親戚関係が多い。そういうことから、ぜひ

束三河全体を考えてそういう資料の交換会、 PR

会をやろう。特に小坂井の資料館に行きました

ら、「愛知大学にそんなにいいものがあるなら小

坂井で一度企画展を立てたい。資料を貸してくれ

るか」。貸してくれるかと言われましでも即答は
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ちょっとできません。将来は国宝的な、貴重なも

のがありますからね。それでその場で相談しまし

て、「パネルなら貸し出します」。企画展に 2 、 3

点品物を提供して、その上で小坂井市民の皆さん

が「これは素晴らしい。見たいj と言うのならば、

教育委員会で、パスを借り切って、豊橋の愛知大学

へ見に来てください。そういう交流も大事ですよ。

今 4 市 2 町村郡です。これが将来、広域経済圏

あるいは政令都市になった場合は豊橋市に、とい

うことになります。豊橋は 1 つ。東三河も l つ。

その中で今、経済の面では東三河一体として経済

活動をしています。医療関係も今度は中野町にで

きますよね。夜間診痕を含めて、東三河全体の医

療関係。しかし文化はない。バラバラです。これ

で愛知大学を中心にして美術館、郷土資料館がま

とまりましたら、文化の東三河の 1 つの系列がで

きるんです。全国に発信できる材料、そういうこ

とも含めてこの同文書院記念センターのお披露目

があった。そしてそれをパックアップしてくれる

世話人会ができた。世話人会の会長さんをどこに

やっていただけるのかを会員の皆さんに相談しま

した。そうしたら豊橋の美術館の副館長さんが、

「それはやっぱり豊橋がやらなきゃいかんねj と

のこと。市長の早川I （勝）さんが「そんなに簡単

に引き受けていいかj と後藤さんに言う、「やら



なきゃならんでしょう j fおおそうか、君がやる

なら豊橋が引き受けられるじゃないか」。という

わけで豊橋の美術館の館長以下、美術館が愛知大

学のセンターの世話人を引き受けてくれた。大変

な評価がありました。これはまだ新聞に書いてな

いから、そのうちに投稿しようと思っている。そ

のぐらい愛知大学の素晴らしさが認められた。

愛知大学の前身は東亜同文書院である。大学史

の大島先生は学問的にもう実績を残しておられま

す。私は物証を通じて愛知大学を、あるいは愛知

大学が東亜同文書院からどういうものを継承して

いるか、その事実を説明している。例えば東亜同

文書院の学籍簿・成績簿を上海から引き揚げる時

に、本間学長や中日大辞典編纂の鈴木揮郎先生の

潤太郎先生が伊藤さんからその話を

聞いて、 27 日のレセプションの時に

持ってきて披露してくださいとお願

いしたけれども、ちょっと間に合わ

なかった。

そういうものがあると同時に。中

日大辞典のカード 14 万枚を既に百年

前からせっせと作ってきた。そして

愛知大学がその接収されたカードを

郭沫若さんに頼んで、あるいは河合

（陸郎）市長がお願いに行ったりして、

「愛知大学が編纂するなら与えましょ

う J r編纂します」。それには大変お

金がかかったものですから本間先生

も心配しましたが、鈴木揮郎先生と

その後継者の今泉潤太郎先生が完成

上海 3 日閣の旅

させたわけです。そしてその原稿に赤ベンでいっ

ぱい書いてある。あれを見ますと辞書作りがいか

に大変かということが分かるということを新聞記

者がよく言う。あそこを狙い撃ちして

写すのです。みんなちょっと原稿を書いたりし

てあとは校正。作家でも原稿用紙に赤ベンいっぱ

い。辞書なんてのは一生ものだから大変なご苦労

です。そういうものを愛知大学がやっている。そ

れもやはり世界に誇れる l つの物証です。そうい

うものを私はいろいろと説明したり、それから東

軍同文書院の最後の学長として、「東E同文書院

の身代わりになるような学校である愛知大学の創

立をやりましたJ （昭和 27 年 6 月 10 日第 13 回国

会、衆議院行政監察特別委員会において公言）と
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いう本間喜一先生の資料や、生い立ち、大学時代、

最高裁判所時代、そして愛知大学時代というコー

ナーを 1 つの部屋に設けて説明しています。

②近くて近い園、中国の大都市、上海同文書

院跡地を観る

そうしたらここにいらっしゃる方が「越知さん、

同文書院、同文書院と言うけれど、越知さん上海

に行ったことあるんですか」とこう言われた。こ

れにはまいりましたね。上海の現場を見ていない

のなら、現場を見たらどうだろうかと言ったわけ。

よその大学で、現存しない大学の大学史を研究し

ているところは少ない。ところが愛知大学は、東

亜同文書院は今は無いけれどもそれを継承して、

愛知大学が大学史として研究しているというのは

世界に数少ないだろうという学者がいる。

さてそれでは行かなきゃいかんというわけで

す。前にアシスタントで私の仕事をちょいちょい

お手伝いしてもらっていた、中国語が流暢で、当

然大学院の博士後期課程を修了しでもう博士に近

い人である中西千香さん。彼女は中国にも 2 年間

留学している。広中一成君も愛大の費用でなく聞

の費用で南聞大学へ 2 年間勉強に行っている。こ

のお 2 人が、お年寄り・長寿高齢者を連れていっ

てくれると言うものですから、それなら安心だと

いうことで、 1 週間前に急撞決まったわけです。

これは行かねばならん、オープン前に行ってお

かないと話ができないということで。上海に行っ

てきたから今日は自信をもって話ができるわけで

す。

ところが上海行きが決まると、彼らは「越知さ

ん、上海というところは危険ですj と言う。スリ

が多いからです。リュックサックって手堅いもの

ですよね。しかし中国ではリュックサックは甘い

と。後ろに背負ってるとすられる。ヨーロッパに

行ってもそうでしょう。パリなんかで、ぶつかっ

た途端に上からサッとチャックを開けて盗まれ

る。地下鉄では背中に背負うと被害が多い。しか
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し、一方で若い人たちが、必ず席を私たちにゆずっ

てくれるのは儒教の影響かと思った。これが中国

の現在の地下鉄のありさまだということが、一目

瞭然で分かりました。

そういうことで、行く前にまず大島先生からい

ろいろな知識をいただきました。同文書院があっ

たけれども、事変でどういうふうに焼かれて無く

なったのか、そして一時それが上海の交通大学を

「占領J したと言われている。いや占領じゃない、

日本国が占領して、軍隊が東亜同文書院に貸与し

たというふうに書いてあるよと大島先生が教えて

くれた。そうすると両方の見方が違う。例えば今

テレピで皆さん「篤姫」というのをよく見ている。

あの中でいい言葉を言う。篤姫の親子の家庭教育

と言うのか、素晴らしいと思う。ものごとは両方

の話を聞かなければいかんよとか、人にはそれぞ

れの役割があるとか、そういういろいろなことが

家庭教育であると同時に一般の常識だと。それで

行く前に「越知さん、スリに気をつけてj、「水に

気をつけてJ。今泉先生から「本屋に行かんほう

がいいよ。本屋に行ったら疲れるからj。そりゃ

そうだよね、老眼鏡では今日だ‘って字が小さくて

見にくい。そういうようにいろいろと、大島先生

からアドバイス、今泉先生からアドバイス、付い

ていった 2 人から行く前にいろいろ教育を受けま

して、心配のあまりどうしょうかと思う時もあり

ました。それで、も彼らが切符から全て手配してく

れたものですから、楽しく行ってきました。

ただ上海で、歩道を渡る場合にも私たち老人は、

手をつないで歩かないといけない。怖いから。広

中君が一番先に立って「はい、越知さんj。後ろ

に中西君。アヒルの行列みたいに。なぜかと言う

と、交通ルールがあってもないようなものに感じ

るからです、今の上海は。信号はありますよ、赤

も黄色も。でもわれ先にというほうが早い。経済

活動もそう。新規拡張する時はそうかも分からな

いけど。揮然一体となって和が保たれているとい

うような感じがしました。
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③上海交通大学（中国一流の理工系大学）

さて本題に入ります。これが上海の地図で、こ

の黄色い線が彼らの指導のもとに歩かせてもらっ

たところ、タクシーで回ったところ、地下鉄で動

いたところ。特に今回の私の目的は、東亜同文書

院がどこにあったか、それが交通大学とどういう

関係があったか、社会的にどういうような立場で

作られたのか、そういうことを含めて調べる。そ

の交通大学へ行きましたら敷地が相当広い。これ

をずっと回るのに 3 時間半。最後には口が乾いて

自動販売機を探したけど、ない。愛知大学はあっ

ちこっちにあるけれども。広中君が走って買いに

いってくれたが大変だった。その中で特に私が

注目したかったところはこの中に残っている立

派な図書館。百年前の図書館です。百年前に建設

されたので、かなり傷んでいます。ところがこの
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中にある図書館が今博物館になっている。階段な

どは愛大の記念館のに似ています。同文書院と関

係があるというイメージがある。こちらのほうが

ちょっと立派ですけれども。ここが校門です。テ

レビでこのあいだ出ましたね、東亜同文書院とい

うのは、戦争中は上海交通大学の校舎にあったと

いうのが。

さてその記念館にいろいろなものが飾つであり

ます、愛知大学と同じように。上海交通大学の自

髄すべきところが至る所にありました。全てを写

していたら 1 時間や 2 時間ではすみませんので、

その要所要所について写真を撮って皆さんにお知

らせしようと思いました。その中でやはり一番注

目すべきのはこの写真です。その下に中国語で書

いであるのを今、広中先生に読んでいただきます。

阜豆周.:t-t寺院A支え.ft,t·内的布為



【広中一成リサーチ・アシスタント】 写真の下の

部分に何が書いてあるかと言いますと、「1938 年

4 月 17 日に虹橋路が占領され、交通大学という

看板が取り外されて同文書院という看板が取り付

けられた。学校の中にあったものが捨てられたり

壊されたり持ち去られたりした」と書いてありま

す。

【越知］ 中国の人たちは公式にそういうふうに

言ってるということ。あとで大島先生の学者とし

てのご意見を聞かせてください。そういう見方を

されてるとちょっと私達も苦しいなと。その日こ

こは聞いてなかったが、。やはりどうしても晃た

いというわけで、中西君が申込みをしました。「ど

ちらから来た？J r 日本から来たJ rそれではj と

言って開けてくれた。だから思ったほど反日感

情があらわれていないし、それほど反目的ではな

上海 3 日閣の旅

い。むしろ対日感情はいいなと思った。そういう

ことがこの写真で一番気になりました。また、交

通大学は中屈でも一流という自負を持ってるんで

すね。今、中国の宇宙遊泳が始まりましたね。 2

人出ているでしょう。中国で初めての有人飛行。

こういうロケットが模型で飾つである。戦車も

飾つである。それから石油を掘る掘削機。今、尖

閤諸島で日本と操めてるでしょう。その掘削機の

模型まで展示しである。ジェット機まで飾つであ

る。国威高揚をものすごく宣伝している。「わが

交通大学はJ と。そのくらい大学の予算を活かし

ている。そして孫文さんの息子の孫科さんが初代

の校長をやっている写真、そして江沢民さんがこ

この卒業生だということで写真がいっぱい飾つで

ある。江沢民さんの「百年の計」。武井先生読ん

でくれますか。
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［武井義和ポスト・ドクター］ 「百年の大計。教

育に努力して上海交通大学を一流の大学に発展さ

せるJ というような意味のことが書いてあります。

｛越知］ ありがとうございました。江沢民さんは

「百年の計は教育にある J と。それからこの記念

館で思いつくところは国威高揚と、自分の大学の

素晴らしさ。愛知大学は立派ですよ、なんて OB

など誰かの色紙を飾りたいね。やりましょうよ、

謀長。そういう元気さが欲しいなと思います。

もう 1 つはこの中に体育館があって、卓球台が

10 台ぐらい並んでいる。江沢民さんなどの写真

がたくさんある。周恩来がピンポン外交をやった。

だから事実を伝えるパブリック・リレーションズ。

何も宣伝はしなくていい。ちゃんと国民に知って

もらう、参会者に見てもらうという態勢のもとで

やっている。そしてこの中に交番（瞥察）がある。

今泉先生にお話したら、その交番は上海市警と連

絡をとった交番だと。それからこの辺に同文書院

の先生方が住んでいた職員住宅が多くある。皆さ
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んいわゆる寮生活をしていた。この中で全部足り

る。病院もある。内科、外科をはじめ、すべての

科があり、市民も使えるようになっている。ただ

警察官がここにいて怪しい人は入れてくれないけ

れど、そうでなければみんなフリーパス。警察も

あり、橋院もあり、大学の先生の宿舎もあり、学

生の寮もある。同文書院があった頃は、ここの正

門に、給料日になると物乞いの人たちが集まって

きたという。これは杉山さんに聞いたほうがいい

と思う。同文書院の学生にも固から費用がくるこ

とになっており、毎月決まった日に学生に学費を

渡される。その時物乞いがたむろしてねだりにく

る。うるさいと追い払ったりするのもいるけど、

本問先生はいつもなにがしかを与えた。だから

戦争に負けた時に同文書院の人達も中国の人遠か

ら取り巻かれたりいろいろ厳しかった時に、本問

先生を物乞いの親玉が守ったという話を聞いてま

す。



④よ海の街の様子

そういうことを考えながら 3 時間半ぐらい歩い

て、一生懸命写真を撮って勉強してきました。こ

れが同文書院の跡地、上海交通大学のだいたい

の様子です。上海でやはり見たかったのは内山書

店です。愛知大学と内山完造というのは大変関係

が深い。同文書院の人達が内山書店を愛し、内山

さんの世話になった。その内山完造の銅像が近く

の街並木のところにポンと建っている。着物姿で

ちょっとお辞儀した格好の、徴笑ましい姿ですね。

私も年をとったらこういう顔になりたいと思う、

こんな髭面じゃなくて。なぜ日本人である内山完

造の像、それも中国の作家が作ったものが壊され

ずに置いてあるのか。それはやはり魯迅との関係

からなんですね。だから文学を通じての親交・信

頼の厚い人違が集まった。その書店をちょっと見

たかったけれども今は分かりにくくなっていて、

銅像だけ見て帰ってしまった。この次に行った

ら内山書店に行ってみたい。今そこは 1 階が信用

上海 3 日閣の旅

金庫になっていて分かりにくい。この通りに同文

書院の人達がお給料をもらったりしたら遊びにき

た。麻雀をしたりお茶を飲んで雑談したり。ここ

でお茶を飲んでみました。ああここで同文書院の

人達が余暇を楽しんだのかなと。ここで内山完造

の銅像の説明を。

【広中］ 内山完造さんは 1885 年から 1959 年まで

生きていらっしゃって、この辺りにある内山書店

の店主だった。「国際友好人士」というのは国際

的に友好活動をした人ということですね。魯迅先

生の親友と書いてあります。魯迅さんがこの内山

書店で本を買ったり、いろいろな人と雑談をした

りした。同文書院はここにあって離れているから、

同文書院の方はパスや電車に乗って 1 時間ちょっ

とかけてここまで来て、内山さんや魯迅さんとお

しゃべりをしたと思います。内山さんは日本の岡

山県の出身で、 1916 年から 1947 年までここに住

んで本屋きんをやっていたというふうに書いてあ

ります。

245 



［越知］ ありがとう。そういうふうに私達がどう

しても見たかったところ、行きたかったところは

だいたいこれで終わりです。しかしそれだけ見て

いては上海の様子が分からないということで、上

海の空気を吸い、匂いを感じる。それにしても長

汀．は水が濁ってますね。飛行機から写しても赤い

i濁った水と青い水の境目がはっきり見える。環境

汚染と言うか、経済発展と同時に汚染度は高いな

という感じはしました。しかしものすごくエネル

ギッシュと言うのかな、ハングリー精神が強い。

どんどんこういうピルが建っていますね。 350 m 

のテレビ塔の上から眺めたピルの林です。今建設

中。オリンピックが成功したら今度は上海で万博

を成功させようという看板があっちこっちに出て

いる。何と読みますか。

［広中］ 中国語で「学習北京奥運会排好上海

世博会J。北京オリンピックを学んで上海の博覧

会をちゃんとやりましょう、という看板が町中に

いっぱい立ってるんですね。でもまだこの時はオ

リンピックカ鴻冬わってるか品冬わってないかの微：4少

なところなのに、成功したというふうに。

［越知］ 過去形になっている。がんばりの気持ち

が充分分かりますね。中国の今の経済はものすご
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く 9% とか 1 割とか発展してますね。そういう中

で私のような後期高齢者は太極拳をやったり、道

端でコーラスをやったり、魯迅公園でダンスを楽

しんだり、中国将棋をやったり、けっこう楽しん

でいます。そういう方は病院に行かず医療費もか

からない。頭を使い体を使う。そういうのが合理

性かも分からなし当。けさテレビでやっていた、ビ

タミンを飲み過ぎて歩けなくなったっていう。ビ

タミンを飲めば健康になると思ってたら大間違い

で、飲み過ぎたら歩けなくなった。だから医療健

康問題は、やはり医者も国も本人も考えなきゃい

かん。そこへいくと中国人の後期高齢者は素晴ら

しいと，思った。これだけ生き生きしてる。中国将

棋をやって、お孫さんまで連れ出してこうやって

見てる。道端でたむろして話をする。こういう余

生を暮らすのもいいかも知れない。それで声が大

きい。耳が速くなると声が大きくなるというけど、

中国人は若い人もみんな声が大きい。

［広中］ 言葉が発音的にそもそもそういうよう

な。ボソボソしゃべれない。

［越知］ そういうことで元気のある中国人。それ

から地下鉄に乗りました。これは地下鉄の切符で

すが、何と書いてありますか。



【広中】 上に「乗客満意J （「お客さんは満足J）、

下に「温馨服務J （「温かいサービス J）とプリン

トされている。

［越知］ 地下鉄にそういうことが書いてあるとい

うのは嬉しくならない？ 日本の地下鉄に乗って

も切符は捨ててしまう。これは捨てないでずっと

使えるわけ。

【広中］ カードになっていて、回収されてまた繰

り返し使われるんですね。

【越知】 廃品じゃない。公衆衛生上、手垢が付い

て汚いなんて日本では言うかも知れないけど。

｛広中】 今 JR で、改札でピッピッというカード

(TOICA）がありますよね。それは回収されるん

ですが何回も何回も使うと。

【越知】 そういう地下鉄の切符もいいものだなあ

と思います。地下鉄にも乗せてもらいました。急

ぐ時は手をつないで、歩く時もここなんか後ろか

ら RA （リサーチ・アシスタント）の中西さんが

「まだいけない、待てリとか「いいよ」とか言っ

て。オートパイも飛んでくる。怪我をする奴が悪

い、ボサッとしてるからという具合に。自動車で

もそう。運転なんか、機敏と言うのか危険と言う

上海 3 日閣の旅

のか、とにかくすごい。

｛広中｝ ルールをあまり守らないようでもありま

す。スピードは遅いんですよ。歩いてる人もその

まま歩いちゃうから、蝶かないようにスピードは

そんなに出てないので、まあ大丈夫。

［越知】 国情の違いもあるし。一方こういうふう

に高層ビルのところから 1 歩入ると、洗濯物を干

したり、古い家がある。その古い家も時折、ペン

キの塗り替えをしている。使えるまで使おう。こ

ういうような相当古い家でも大事にしている。そ

ういうところにもこういう看板がある。何の看板

か、広r.p先生に読んでもらいます。

｛広中】 簡単に言うと「セールスマンとか物売り

の進入お断り j と書いてあります。

｛越知｝ こういうものもある。それからこっちが

さっき言った同文書院近くの、あるいは内山書店

近くの喫茶店。なかなかゆっくりと皆さんが時間

を楽しんでいるという感じです。これが献血屋。

日本でも赤十字で献血を募集していますね。それ

をやるとあとでジュースを 1 本くれたりする。こ

ちらは商売としてやっていて、これは何と書いて

ある？
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［広中］ 「彩虹献血屋」。彩虹というのはお店の名

前で、「献血屋」というのはそのまま献血屋。日

本語では「サイコウ献血屋J と読むんですけど、

献血する場所ですね。ここで献血すると鞄とか傘

とか鍋とか、日本のジ‘ユースよりもっと高価なも

のをもらう。

［越知1 商売屋きんですね。ちょうどその時、カッ

プルが通りかかった。この人たち、献血するんだ

なと。そういうような町中の風景。地下鉄に乗る

と。これを読んでください。

｛広中］ 「健康のためならとどまるところを知ら

ない」。まあ、健康になりましょうということです。

［越知］ そんな写真もちょっとあって。

［広中］ 標語がいろいろ町中にある。

【越知！ なかなか標語がうまいですね。こういう

のをやっぱり日本語でも書いたらちょっと雰囲気

が変わってくるような気がするよね。

［広中］ 公園の中に花壇があってそこに看板が

あったんですけど、そこには「花にも命がある。

もしあなたに愛情があるならば、花はあなたにほ

ほえみかけるでしょう」と。

［越知］ 摘んだら無くなっちゃうから、もしも

う一度見たかったら、花を大切にしてまたいらっ

しゃい。そういう標語を、彼女が今、豊橋の高等

学校の中国語の先生、それから名古屋のほうの大

学の先生もやっていますから、そういうことで看

板のこういうようなフレーズをもうちょっとたく

さん撮っていた。だから今回行ったのもわれわれ

だけではなく、彼らの勉強のために行っている。

彼は本屋街に行っていろいろ本を買ってきた。だ

から私は昼間だけのお付き合い。夕方頃になっ

たら年寄りはホテルに置いといて、彼らは自由に

いろいろ研究したり勉強したり。両者が学んで喜

べた。今日もこうやってお話をしたら、やはり皆

さんが一生懸命聞いてくれて楽しかったなあ、良

かったなあ、また愛大でこういう講義があると面

白いなあというふうになったら素晴らしいと思い

ます。

「 下·~z~er：元三；うえ；コ日；
I,· 目..恥 e ，、・u I 

！日ー ，＿）；＇.：~と－，.，，.－：（...ブ，~~.i~Zょ；ムち1

248 

p夕刊2：とき：州）~刊γ日J；；子｜
｜若心 ずっJイyー λ司C:\.·c: ~; "i i 

1l;ii~,1lJJ,j.; ｷif j,f k~:.,1 

tｷ _,6,._',,~ .• ~1，，可. ' ' 

｜封筒制？ ー.＿.... ·－も | 
｜三井;t( 花J,h也有生命， :! 
｜＝号）｝:: 短若手下自情， _.- i 

| ι，占町出‘山司l ，，.，，，，，」－可申J叫..,.c 

lt~l~~－ 柏戸滅型車り
や，·~e-Tt I 

Ii？｛江主； 県；おij蜘｛＼；，.~）：



上海 3 日間の旅

に疲れしか子は寝ねたり健かの息J。自分の息子

さん（次男の昌二郎さん）が、毎日 7 里の道を

日本入学校へ通っている。今日も 7 里の道を通っ

て帰ってきた。しかし疲れたのかなあ、ぐっすり

健やかな息を吐いて寝ている。こういう俳句を作

るのは本問先生ものすごくうまい。いくらでもあ

る。 100 首ぐらいある。 30 首ぐらい私が 1 時間で

もお話しできるぐらいある。今日は 2 、 3 句読み

ます。第一高等学校時代の日誌にもそういう短歌

がある。本問先生は小さい時、お祖母さんの膝の

上でi奨学や儒学を学んだと言ってましたね。その

本問先生が奥さんに宛てた手紙。「新緑になりま

した。用も多く忙しく過ごしています。専門部開

設のようにて 4 月末は上京の必要あるかと存じま

す。屍子の手紙見た。」晶子というのはこの前愛

知大学でお父さんの話をされた長女の方です。 f鼻

が悪いので耳に及び、音楽に及ぶにあらざるやと

思いj。子供さんの耳が悪いので心配する言葉を

奥さんに宛てている。子供に対する愛情をいっぱ

い注いでいる感じがありますね。

⑤戦時下の上海、東E同文書院時代の本間喜一

（本間喜一イズムの根源）

さて上海の 3 日間をずっと見ました。愛知大

学の本間喜一学長は最終の学長として 6 年間上海

におられた。その本問先生は家族や子供に対して

どういう愛情を注いだかというのを、資料ととも

にお話をする。それは言わば愛知大学の f本間イ

ズム」であると私は思う。例えばこれは奥さんに

宛てて上海の様子を書いた絵葉書です。まあ人の

手紙を勝手に読むなという説もあります。その通

りと忠う。だけど今回本問先生の家族が私にくだ

さったものだから、公表したっていいだろうとい

うことで、読みます。 f大日本東京市渋谷区代々

木本町」。この字がなかなか読みにくい。これも

学者に頼んで訳してもらいました。 f変体仮名の

変体だJ と言うんです。変体仮名なら読めるとい

う学者はいる。例えば考古学をやってる人とか、

国語学者とか。「変体仮名の変体は読めん」とい

うわけで、実は前畑町のある本屋さんに読んで書

いてもらいました。

どう書いたかと言うと、「日に行き来七里の道
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自信を持たせる言葉。私の子供教育にも役立った

と思うけれども。こういうのをもっと公表したい。

今、本問先生、本問先生と言うけれども、

先生か愛知大学の人達はみんなよく知らない。愛

知大学を作った人だ、そういうところで本問先

どんな

今度は長女の晶子さんに宛てた手紙。「24 日、

上海に着きました。今日また兵隊さん l 人、殺さ

れました。犯人はすぐ捕まりました。明日はコウ

ア記念日で、朝 6 時半に式が始まりますj。ちゃ

んと句読点のマルが打つである。「朝寝坊をする

生を理解はしている。そして昌二郎さんが付いて

行った上海はどういう姿であったか、これがもし

どれでも。帰－希望の方があれば言ってください、

りにコピーして差し上げます。

これは昌二郎さんが描いた上海の絵です。「小学

校の生徒という立場から上海を見た姿。人力車、

鰻頭屋、中華料理屋、それから鯉の丸揚げJ。私

はこれを食べたかった、腹をこわさないかと、中

西さんは「それは食べないほうがいいですよ。臭

いですし」と言ったけどやっぱり食べられなかっ

た。鯉じゃなくて鮒の大きいのだ．ったかもしれま

せん。それから「支那の大人はこういう格好をし

ている。肉屋さんはこういうふう。支那服はこう

いうふう。支那の兵隊はこういうふう」。克明に

描いてある。これを妹さんへ宛てた手紙に描いた。

これを見て歳子さんも、ああ、今、父と兄が行っ

てる上海はこんな姿かというのを連想したんじゃ

ないで、しょうか。

きましたJ。経済学を教えているようですね、物

の値段、物の伽値。それから時間を守る家庭教育。

その手紙で「高いでしょう。 l:i毎は何でも高いで

す。 2 月 28 日 昆子さん」と。子供に対する愛

情を込めて、そして教育をする。教育は愛なり、

を表している l 文だと思う。

それから今度は次男の昌二郎さんに宛てた手

紙。「このあいだ‘帰った時たいそう良い子になっ

て勉強したり、うちの手伝いをしたりするのを見

て、私は何よりも安心し、婚しかった。夏休みに

は上海へ連れてきてやる」これは今東京のお宅で

すね。「まるで西洋の町のようなところです。算

術を始めからよく復習しておきなさい。うちでは

みんな頭の良い血統で、算術はできる」。子供を

褒める。素晴らしい教育です。「時計はまだ壊さ

ないで持っているか。品物を何でも大切にするよ

うに。庭に花の種を蒔いておきなさい。」ものす

ごい家庭教育です。物の値段と物の価値。そして

目覚まし時計を 18 円 80 銭で買ってと閤るので、

以
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⑥戦後、愛知大学創設後の本間喜一の思想と

行動

こういう手紙の元である本問先生の素地は、先

ほど言ったようにやはりお祖母様の膝の上で学

んだ漢学、儒教の精神にある。上海から子供さん

あるいは奥さんに宛てた手紙がその通りだと。そ

れは家族だけにかどうかということをお話しした

い。上海から帰った本問先生は愛知大学を作るの

に 1 銭もなくて、寄付だけでできた。今、日本

で寄付だけでできる大学はどこもない。資本家と

か財産家とかビジネスマンとかでなく、本当に学

者だけで作った大学は愛知大学しかないと言われ

ている。これは自慢してもいい。それができるの

はなぜか。本問先生だからできる。本問先生だか

らお金は後回し。では本問先生は社会にあるいは

学生にどういう言葉を言っているか。例えば今日

寄ってこられたかも分かりませんが、愛知大学の

入口のところに生協がありますね。倉橋先生、生

協で食べてきた？ あそこの下に本屋さんがあり

ますよね。

［倉橋健＝ OB] 変わりましたね。自動車の修理

工場みたいなのがあって自動車部があったところ

ですよ。

［越知］ それは「あけぼの書房j です。自治会の

会長が、愛知大学に本屋さんが欲しいと総務課に

言ったけれどもた、めだ‘った。大学の責任者は学長

だから学長に直接言って作ってもらおうと、 1 人

で、学長室に行った。そして「学校内に書籍を扱う

ところが無いのは最高学府として大変おかしいと

思う。ついては本屋を学内に認めてもらいたい。

アルバイトでやりたいから、ここの部屋からここ

の部屋と指定してくれj と。その時本間学長日く、

「君、君、学生がアルバイトであそこを借りたい、

ここを借りたいと言ってきてそれを認めたら、僕

は今度学生逮に講義する場所を借りなければなら

なくなるよ。そうなったら君はどうするんだねJ

と笑顔で聞かれた。そこで自治会長は、「これは

俺にはぐうの音も出ない。まいった。やっぱりだ

上海 3 日間の旅

めかJ と思いながら、座ったままですぐ席を立て

なかった。そうしたら本問先生が「自治会に書籍

部がない、それを考えたいということであれば、

事情は変わってくる。それなら考慮に値するかも

分からない。しかし確約はできないよ」というヒ

ントを与えてくれた。そこで自治会長がそういう

意向をもって総務課に言ったらすぐ OK が出た。

び、っくりした。だから学長は学生に対しでも、「い

けない」「だめだJ というだけじゃない。だめだっ

たら何か方法はないかを教えてくれる。アドバイ

スをしてくれる。これは学閉じゃない、教育であ

る。そういうことを本間さんは常々学生達に教え

ている。

愛大事件というのがありましたね。学生がお巡

りさんを捕まえてピストルと手帳を取り上げ、縛

りつけた。本間さんは「そりゃまずい。すぐピ

ストルと警察手帳を返しなさい。すぐほどきなさ

い」。そして北門から逃げさせてあげた。それが

愛大事件です。しかし学問の自由だとか、大学の

自治だとか、学内不法侵入だとか、大きく大きく

取り上げられた。お互いに「やってはいけないこ

とをやった」、「職務執行妨害はいけない、すぐ返

しなさいj と言って、豊橋警察署長の大野さんに

電話した。明くる日警察署長に返した。「だから

警察手帳もピストルも強奪したのではない。一時

預かりをしたまでだ」と行政監察特別委員会（昭

和 27 年 6 月）で本問先生は言うわけです。言わ

ば法律を知ってる人がうまく社会を納得させる

ような言葉を事実として言う。これに立花隆さん

が目を付けた。立花さんが愛大をルポしたいなん

て言ったら全国的に愛大は知名度が上がりますよ

ね、大島先生。これはすごい。その時は愛大の良

さを充分紹介しましょう。法曹界の重鎮 3 人（最

高裁判所初代長官三淵忠彦、 2 代長官田中耕太郎、

初代事務総長本間喜一。三淵・田中とも愛大設立

時顧問）が愛知大学設立に協力した。だからロー・

スクールとして有名なのは当たり前。それから前

身である同文書院をこれだけ大学史として研究し
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ている学者も、学校も他には語い。このことは自

慢できますからね。

これは本問先生が最高裁事務総長を辞めて愛知

大学の学長になり、衆議院に呼び出された時の議

事録です。その時に言・っている。「学生は嘘を言っ

ていない。しかしいけないことはいけない。叱っ

ております」。叱っておるけれど、はみ出るやつ

もおる。警察手帳を取ったのは証拠になるけれど

も一時預かりで、すぐ返しなさいと言ったら返し

た。警察縄で、手を縛ったから傷ができた。傷害事

件です。その時分はレントゲンを撮らないかも知

れないけど、傷を見れば血が止まってるか止まっ

てないかわかる。そうしたら本問先生は衆議院の

特別委員会で「それはおかしい。傷害事件なんで

いうものではない。そんなものは紳創膏を貼って

おきなさい。 2 ～ 3 日もすればかさぶたで鼻くそ

のように取れる」。そうですよ fao そのくらいの

傷は紳創膏も貼らずに唾だけ塗っておく場合も

ある。ヨーチンを付ける場合もある。それをいち

いち傷害事件だなんて言ったら、毎日そこらで傷

害事件が起きっぱなしだと。委員会で堂々とそう

言っている。「私は煙草を吸わないと話ができな

い」。そう言ったら議長が「証人は煙草を吸わん

と我慢できんそうですが、吸ってもいいですか」。

ここに書いてある。そうしたら皆さん「いいです」

と。堂々と煙草を吸った。今はだめですよね、た

ぶん灰皿も無い。それが全部ここに書いてありま

すから、あとでご覧になってもいいですよ。図書

館に全部ありますから。

同時に学生に対しては「学生の本分を果たせ。

政治運動に夢中になるな。学業を忘れるな」とい

うことを言っている。この時愛大の教授が言った

言葉がここに書いてある。これはもう言っていい

かどうか分かりませんが、まあいいとしましょう。

「昭和 27 年だったか、東大、早大の事件と並んで

この時の全学連の 3 大事件と言われた愛知大学の

事件が起こった。この時愛知大学の本間さんは、

自ら進んで学生側の弁護を買って出て、世間を驚
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かせた。しかしこの種の事件を巻き起こすような

学生は大学にとっても持て余し気味だ。そんな手

合いを弁護してやろうなどという学長はそうざら

にはいるものではなかった。だが警察権力の学内

への不当介入を毎めて、普察官を捕まえた学生達

を弁護することは、その当時の大学の責任者とし

ての本間さんにとっては当然過ぎるほどのことで

ある。学生も家族の一員。三親等以内の家族だj

と言っている。いくら悪い子であっても、自分の

三親等以内の家族だから守らなきゃいかん。そう

いう家族愛を表した弁護がいっぱい書いてある。

その時にメンバーとして浦郡から出た福井勇

さんという代議士がいた。福井さんが質問をして

いる。「愛知大学は愛大事件でアカの学校だと言

われるけれど、そんなことで寄付は集まるか。 5

千万円愛知大学の敷地を払い下げをして、もらお

うというけどだめだろう。今いくら集まった？」

「いや、あまり集まっておりません。やはり愛大

事件が影響していますJ。福井さんが質問したら

本間さんはそう言った。だからその時以来愛知大



学は、市町村・の寄付は全部ストップ。商工会議

所の議員さん達もくれなくなった。その中で、駅

弁を売ってる壷屋さん、松尾さんだけが寄付して

くれた。その言葉を本聞きんのコーナーの音声ガ

イドに入れていますから聞いていってください。

26 番です。 29 番には本間さんの地声があります。

そういう苦労をされたことが全部ここに書いてあ

ります。そして、愛大フラクション。「愛大フラ

クションなんて名前を使うな」と本間さんは怒っ

て、「町畑 II汀フラクションに変えろ」と言った。

愛大フラクションと言うと愛大に関係があると

思われるから迷惑している。町畑町フラクション

なら別にいい。本間さんは「それは学生にもちゃ

んと注意している。アカだ、って言われるけどアカ

じゃない。薄桃色ですJ と言っている。そういう

家族愛、お孫さんがお祖母さんから教えられた儒

教の粕神、 i英学、そういうものが愛大を作るのに

も、あるいは愛大事件においても、全て表れてい

る。大学だけにそうだ、ったのかと言うと、社会一

般に対する目も、痛烈な批判をしたり、柔らかい

上海 3 日閣の旅

言葉や詩でいろいろ意見を言っている。

その l つの例。私のところに毎年くれていた年

賀状をずっと取ってあってそれを展示してありま

すが、その中の昭和 53 年のものに、「むずかしい

世の中になりました。米国の百姓のために日本の

百姓の首を締めるとはj。これはお米の輸入問題

です。そのくらい農業は大事だ。日本は農家を見

捨てちゃいかん。それを言っている。それからも

う 1 つ、皆さんご存じの「時くれば枯木と見えし

山陰の桜の花の咲き匂いつつJ。これは本問先生

が私に答えとしてくれた句です。どういう答えか

と言うと、大崎に今、自動車工場がいっぱいでき

ている。三河湾を埋め立てて、盛んに土地を造成

する。干潟作用で大潮小潮の時に海が消えるか消

えないかの境がありますよね。そこに地上権はあ

るのかないのか。それで裁判を起こした。と言う

ことは、漁業補償の金額に関係がある。漁業者は

たくさんもらいたい。県はあまり金を出したくな

い。そこで裁判になった。

私は理容師でしたが、大崎の漁業組合の組合長

さんがいつもうちに頭髪を刈りに来ていた。本問

先生も来ていた。漁業組合の船井健ーさんが「僕

は本問先生が頭髪を刈りに来ているのを見たこと

がある。実は今、愛知県との漁業補償問題で喧嘩

している。本問先生は全国海苔漁業組合全国連合

会の顧問弁護士をしているそうだから、それを活

かして、われわれの側に付いて弁護士をやってく

れないかと、今度頼んどいてくれませんかJ。中

園地方のほうでも干潟裁判で勝った実績を持って

いるし、「ぜひ先生のお力をお借りできませんか」

と本問先生にお願いした。そうしたら先生は、「時

くれば枯木と見えし山陰の桜の花の咲き匂いつ

つO これが答えだよ。僕は豊橋市には大変お世話

になっている。補助金をもらったりなんかしてい

る。君達の敵方に悪いから、僕は大崎漁協組合の

弁護士は引き受けられないj と言われる。そうい

う義理人情に厚い人です。「だけど勝つから心配

要らんよ」。時がくれば、枯木と見えていたよう
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りました。こういうのが本聞きんの本間イズムの

一端と言えると思います。本問先生は「中和致す」

という言葉が大好きだった。左も右も真中も全て

よろずよしということが一番いい。そういう考え

だった。右の意見も左の意見も全てそれを要約し

てみんなのためになるようにせよ、そういうのが

本間さんの精神で、私はこれが本間イズムであり、

愛知大学、そして東亜同文書院から継承する愛知

大学の精神であるというふうに感じます。だいた

い東亜同文書院から、そして愛知大学へつながる

物証を通じたり、精神的なものの継承が今行なわ

れているかどうかは分かりませんけれども、本間

イズムはそういうものであるというふうに私は感

じます。以上で私の講演を終わります。

な日陰の桜の花でも満開で咲きますよ。そういう

答えです。初め私は分からなかった。豊橋市に悪

いから弁護士は引き受けられない。豊橋市は負け

る、県は負けるに決まっているけれど、それはで

きない。そういうのが 1 つの例です。

もう 1 つもっと社会的に、 f僕は戦争に教え子

遥を送ってしまった。それは同文書院の学生を通

訳として派遣していたことだ。私には教育者の資

格はない。だから初代の学長を私は引き受けられ

ないJ。これは先生なりに戦争責任を自分に対し

て取った表れの 1 つであったのであろう。沖縄が

本土復帰をするまでは祝日に日の丸の旗を門に飾

るのをやめていた。沖縄が返還されるまでは国旗

は飾らないと。「沖縄は人身御供だJ と申してお
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まとめと質疑応答

［大島隆雄名誉教授］ 以上で越まII さんの講演を一

時終了といたしますが、もっと詳しく聞きたい方

もいらっしゃると思います。そんな方にご質問を

受けたりご意見を聞かなければなりません。つま

り愛知大学の前身は東亜同文書院。東亜同文書院

というのは文化的あるいは教育機関的な組織であ

る。中国の人からもずっと尊敬されてきたとわれ

われとしては思いたい。ところが中国に行って向

こうの交通大学の展示館を見ますと、そういう表

現がなかったのだと私は感じました。そこで私も

若干調査しておりますが、交通大学を勝手に同文

書院が占拠したようなものではないんですが、非

常に複雑で、まず日中戦争というのが入ってきま

す。（1937 年） 8 月以降上海付近での戦闘が始ま

り拡大していった。その秋に同文書院が中国兵に

よって焼けるという事態がある。その複雑な過程

を含めまして、焼けたから何とか同文書院を再

建してやりたいという希望を持っておりましたの

で、同文書院の経営団体である東亜同文会は外務

省、陸軍省と交渉するわけです。そうしたらこの

上海交通大学があると。ただしそれは租界の外で

中国側の領域にあったわけで、す。そこで日本軍は

そこにいた中国軍と中国人を追い払って、陸軍省

の傘下に入った。同文会は外務省、陸軍省に申請

を出してそれを借り入れした。

だからわれわれはよく、同文会はそれを借用し

て新しいところで同文書院を始めた。そういうふ

うに言っておりますが、中国側から借りたわけで、

はない。日本軍が占拠した、その陸軍省、外務省

が借用した、ということですので、中国側にして

みればこれは日本軍が勝手に自分遠から取り上げ

たのだと言う。同文会あるいは同文書院が取り上

げたのではないけれど、交通大学としてはやはり

「取り上げられた」という表現なんですね。しか

も資金がないので外務省から補助金をもらって改

築する。これは何も所有者である中国と話し合っ

上海 3 日間の旅

て、あるいは交通大学と話し合って改築したわけ

ではない。だから、同文書院が勝手に占拠し改築

したというふうに中国側は思う。われわれは中国

側との対等な話し合いで借りて改築したわけでは

ない。そこのところはちょっとわれわれの考えと

は違ってくる。これは日本側のいろいろな資料に

全部出ています。だからいっぺん中国側とシンポ

ジウムでもやって、きちんとそれを話して理解し

合わないといけない。事実関係をきちんとしてお

いたら分かつてくる。このようないろんな問題が

あるんですけれども、ちょっと私には充分には分

かりませんので、この程度でお答えにしておきま

す。

｛越知］ では今泉先生、何か中日大辞典のことで。

［今泉潤太郎名誉教授］ 一昨年、上海で行なった

霞山会と上海交通大学によるシンポジウムの報告

があり、そこには中国側の発掘した資料も取り上

げている。それはまだあまり充分とはいえない。

しかし、そういうことが中国側の報告にあるから

といっても、全て日本軍が直接関与したのではな

くて、総領事館が南京政府と交渉している。こ

ういった事実経過をきちっと見ているわけではな

い。むずかしい問題は南京政府の歴史上の評価で

ある。ここから離れた扱いは不可能であるという

中国側の実態がある。

［越知｝ 分かりました。そういうことでこの問題

は解釈の仕方がいろいろあるので、固と国との判

断の違い、日中間でいろいろな歴史問題があるの

ではないかと思います。

［参加者］ あとは上海交通大学の図書館に東亜同

文書院に関する本は残ってると思いますか。

［越知］ そこまで見てこなかったなあ。

［今泉］ 同文書院のものは全て敗戦後中華民国政

府に接収されて、南京図書館に全部収蔵された。

現在は北京の国家図書館にあります。ただし残念

ながら未公開です。

［大島］ ではこれぐらいで。もうちょっとじっく

りした研究会にしたかったんですけれども、越知
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さんがまず記念館の充実化について、それからな

ぜ上海に行こうとされた理由とか、交通大学の図

書館、展示館訪問から、最後は本間さんの人生哲

学にいたるまで、いろいろとお話になられました。

越知さんどうも本日はありがとうございました。

［越知］ 皆さんありがとうございました。またこ

ういう機会にどんどんお越しくださいませ。研究
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会というだけでなく、さっきも言った歌を歌うぐ

らいのできるだけ柔らかい雰囲気で、こういう写

真を見ながら楽しく過ごしたいと思います。ご参

加くださいましてありがとうございました。また

この次もお目にかかりたいと思います。さような

ら。
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上海 3 日間の旅

隔
世
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補：近くて遠い園、国交樹立以前の韓国訪問をめぐるエピソード（1964 年） (I) 

昭
和
泊
（
1
9
6
4

）
年
、
日
韓
の
関
係
は
険
悪
な

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
「
日
韓
親
善
を
民

間
外
交
で
」
と
、
国
際
青
年
会
議
所
（J
C
i

）

ア
ジ
ア
会
議
が
聞
か
れ
、
日
本
か
ら
も
愛
知
大
学

0
8

を
含
む
、
各
地
の
青
年
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー

1
6
2

名
が
ソ
ウ
ル
に
向
か
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な

職
業
に
携
わ
る
判
歳
ま
で
の
青
年
社
会
人
は
、
会

議
の
合
聞
を
ぬ
っ
て
韓
国
の
青
年
会
議
所
メ
ン
バ

ー
の
家
庭
を
訪
問
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
の
施
設
を

訪
ね
て
懇
親
を
深
め
、
親
善
の
役
割
を
果
た
し
た
。

イ
ス

ν
－e
h，

1
9
5
2

年
総
図
の
李
承
晩
大
統
領
が
公
海
上
に
海
犠
線
を

扱
け
た
・
竹
島
を
含
む
広
大
な
公
海
に
主
抱
を
主
強
す
る
も

の
で
あ
っ
た
た
め
、
日
本
政
府
は
激
し
〈
抗
椴
．
同
時
国
側

は
受
け
つ
け
ず
、
こ
の

お
ヰ
畿
内
に
入
る
日
本
漁
船

』
克
弘
，
M
仲
間

開
－M
春
、
を
繍
ら
え
、
漁
民
を

l

、

b

引J川E仔
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抑
留
し
た
・
こ
の

問
題
は
両
国
の
大
さ
な

争
点
と
な
っ
た
が

1
9
6
5

年
に
一
応
の

解
決
を
見
た
．

当時の日韓関係

日
韓
国
交
正
常
化
に
貢
献
し
た
愛
知
大
学

こ
の
申
に
は
愛
知
大
学
の
O
B

た
ち
が
含
ま
れ
て
お
り
、

愛
知
大
学
か
ら
も
研
究
図
書
を
始
め
、
本
間
喜
一
先
生

〈
ニ
・
四
代
学
長
）
や
脇
坂
雄
治
先
生
（
五
何
学
長
）
の

「
平
和
」
の
色
紙
が
ょ
せ
ら
れ
、
ゆ
か
り
の
大
学
と
の
交

流
が
行
わ
れ
た
。

は
る

紙
て
色
れ
た
ら

つ
め
一

一
合
に
一

一
制
川
一

l
l
が
願
一

一
一

E

授
の
「

一
教
へ

C

の
如

凶
出
・
・
・

,. 

"''K] 
韓国組！Jからも色紙や経済の専門書等が贈られた。

句
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前 回 午 氏 （ 岡 田 の 間 断 民 ＝

ー さ 設 省 、 元 自 韓 由H M悼 国 岡 代 ＝

－ E E V E平 田 伊 豆 ＝ 時 四 ± ＝ ＝

一 一 一 一 分 、 ソ ウ ル 市 内 の ソ ウ ル 究 苧 ＝

言 語 でM m． 八 十 一m J ウ 土

－ “ 一 四 年 間 に 的 偏 世 話 （ こ う そ 士

一 一 一 〈 ） で 別 れ 丈 以 果 、 病 院 で 帥 士

－ 一 一 時 噌 仲 山 花 送 っ て い た 。 ＝z s

一 『 一 沼 地 冊 大 串 ・ 開 国 諸 国 関 心 ＝ 羽 田

ニ 一 九 四 ハ 阜 、 霊 盟 国 向 と 富

一 竺 な っ て 叫 出 、 慰 霊 聖 書 佳 品 官

一 － 一 人 －v ヤ υ て 拙 制 島 県 、 自 問 品 目 訟

」 一 しF 3 時 国 恕 占 し で も 回 虫 雌

＝ 筒 、 悶 新 民 党 党 首 （ 六 七t 七

＝ O 年 ） を 務 め た ． 八O 卑 な b

＝ 国 政 創 出 附 脅 側 、 八 一 年C 宇 崎

「 －g 見 老 由 民 ． （ ソ ウ ル 、 持 同 ）

4 骨 大 畢 段

丈 底 的 大 畢 紙 代

,k
 

字 d
-
宮

沢 基

"" 丸，、 も




